
議
員

ク
ル
マ
社
会
に
あ
っ
て

は
、
ス
ム
ー
ズ
な
車
輌
の
通
行

確
保
は
重
要
な
こ
と
だ
が
、
こ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
歩

行
者
の
安
全
は
欠
か
せ
な
い
。

歩
行
者
は
、
信
号
処
理
さ
れ

た
横
断
歩
道
を
渡
る
の
は
最
低

の
マ
ナ
ー
だ
が
、「
長
い
赤
信
号
、

短
い
青
信
号
」
は
、
交
通
量
の

多
い
横
断
歩
道
で
は
常
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
歩
行
者
の
心
理
的

イ
ラ
イ
ラ
緩
和
の
た
め
、
待
ち

時
間
表
示
機
の
設
置
は
極
め
て

効
果
的
だ
。
交
通
安
全
施
設
の

一
環
と
し
て
、
現

信
号
機
に
待
ち
時

間
表
示
機
の
設
置

を
関
係
機
関
に
要

請
し
、
市
民
か
ら

の
要
望
箇
所
へ
設

置
す
べ
き
と
思
う

が
、
そ
の
対
応
は

ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

待
ち
時
間
表
示
機

付
信
号
機
は
、
現

在
市
内
４
箇
所
、
交
通
量
が
多

く
、
横
断
す
る
歩
行
者
の
多
い

箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

要
望
の
あ
る
設
置
箇
所
に
つ

い
て
は
、
赤
で
の
待
ち
時
間
の

調
査
、
歩
行
者
、
交
通
量
の
調

査
を
し
、
設
置
が
可
能
で
あ
れ

ば
順
次
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

議
員

漓
県
道
朝
霞
・
蕨
線
は
、

道
路
幅
員
が
変
則
的
で
、
一
定

の
歩
道
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

上
、
道
路
状
態
も
悪
く
、
利
用

者
に
と
っ
て
安
全
性
を
欠
い
た

危
険
な
道
路
で
あ
る
が
、
市
は

安
全
確
保
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

滷
こ
の
県
道
の
利
用
者
を
考
え
、

景
観
を
意
識
し
た
都
市
空
間
の

整
備
が
必
要
と
思
う
が
。

澆
県
道
早
瀬
・
さ
い
た
ま
線
の

自
転
車
通
行
者
の
安
全
確
保
の

た
め
、
縁
石
を
除
去
し
、
フ
ラ

ッ
ト
な
路
面
に
で
き
な
い
か
。

潺
県
道
朝
霞
・
蕨
線
に
関
連
す

る
市
道
、
新
大
宮
バ
イ
パ
ス
手

前
歩
道
部
分
の
急
傾
斜
の
改
善

は
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

①
〜
③
道
路

を
管
理
し
て
い
る
埼
玉
県
に
、

通
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

歩
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
早
急
に
補
修
す
る
よ
う
、

ま
た
、
景
観
を
意
識
し
た
都
市

空
間
の
整
備
も
検
討
す
る
よ
う

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
現
地
を
調
査
の
上
、
必
要
が

あ
れ
ば
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「待ち時間表示機」�
歩行者のイライラ緩和に�
「待ち時間表示機」の設置を�

手塚　静枝　議員�

一 般 質 問

議
員

漓
国
民
健
康
保
険
は
加

入
者
の
相
互
扶
助
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
お
り
、
収
納
率
の
低
下

は
制
度
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
税
体
系
は
所
得
割
、

資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
か

ら
な
っ
て
お
り
、
納
税
者
の
納

得
の
い
く
税
体
系
と
な
っ
て
い

る
か
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

滷
収
納
率
の
向
上
の
た
め
、
徴

収
員
の
増
員
を
考
え
て
は
。

澆
悪
質
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

不
動
産
や
預
金
等
の
差
し
押
さ

え
や
、
不
動
産
の
公
売
等
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
滞
納
者
に
対
す
る
資

格
証
明
書
等
の
発
行
は
、
厳
格

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

福
祉
部
長

漓
不
況
に
よ
り
１４

年
度
の
収
納
率
は
８１
・
５９
％
と

毎
年
低
下
し
て
い
ま
す
。
滞
納

額
は
２１
億
円
で
、
今
後
も
収
納

率
の
向
上
に
努
力
し
ま
す
。
１６

年
度
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
で
納
税
で

き
る
よ
う
利
便
を
図
り
ま
す
。

税
体
系
全
般
の
見
直
し
、
応
能

応
益
比
率
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

滷
市
の
管
理
職
に
よ
る
臨
宅
徴

収
も
実
施
し
て
お
り
、
徴
収
員

の
増
員
も
検
討
い
た
し
ま
す
。

澆
不
動
産
や
預
金
の
差
し
押
さ

え
、
不
動
産
の
公
売
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
悪
質
滞
納
者
に
は

本
人
１０
割
負
担
の
資
格
証
明
書

の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国民健康保険税の�
　　　　　　滞納対策を�

高橋　秀樹　議員�

一 般 質 問

議
員

去
る
７
月
２６
日
の
、
宮

城
県
北
部
で
震
度
６
強
の
地
震

が
発
生
し
、
家
屋
に
大
き
な
被

害
が
出
た
。
被
害
を
最
小
限
度

に
す
る
た
め
に
は
、
建
築
物
の

耐
震
化
が
特
に
重
要
だ
。
戸
田

市
で
も
、
地
震
に
強
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
耐
震
診
断
に
補

助
制
度
を
実
施
す
る
考
え
は
。

総
務
部
長

す
で
に
実
施
し
て

い
る
市
の
状
況
な
ど
を
調
査
・

研
究
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

３
カ
年
計
画
で
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

１５
年
度
は
、
川
岸
橋
付
近
の

左
岸
・
右
岸
に
ポ
ン
プ
設
備
工

事
、
導
水
管
布
設
工
事
を
、
戸

田
第
二
小
学
校
校
庭
前
の
歩
道

部
に
お
い
て
は
、
導
水
管
布
設

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１６
年
度
は
、
特
に
浸
水
被
害

の
多
い
中
町
２
丁
目
ま
で
導
水

管
を
布
設
し
、
戸
田
第
二
小
学

校
校
庭
か
ら
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し

て
菖
蒲
川
へ
排
水
す
る
も
の
で

す
。１７

年
度
は
、
蕨
市
境
か
ら
公

団
東
側
の
け
や
木
通
り
、
東
部

セ
ン
タ
ー
通
り
を
経
て
、
川
岸

橋
際
の
左
岸
ポ
ン
プ
施
設
に
導

く
既
設
水
路
の
補
修
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

防災対策を充実せよ�

望月　久晴　議員�

議
員

宮
城
県
北
部
地
震
で
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
が
多
数
起

き
た
が
、
そ
の
対
策
は
。

総
務
部
長

都
市
景
観
に
配
慮

し
、
生
け
垣
を
奨
励
し
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
に
つ
い
て
は
、
正
し
い

構
築
を
啓
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員

南
関
東
地
震
で
は
、
戸

田
市
全
域
が
液
状
化
の
危
険
度

が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
対
策
は
。

都
市
整
備
部
長

対
応
方
法
は

確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
国

等
か
ら
情
報
収
集
を
行
い
な
が

ら
、
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
等
の

整
理
を
行
い
、
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

下
戸
田
地
域
の

水
害
対
策
は

議
員

喜
沢
南
、
中
町
、

川
岸
、
下
前
な
ど
の
水

害
対
策
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
見
通
し
は
。

都
市
整
備
部
長

菖
蒲

川
へ
の
雨
水
放
流
に

つ
い
て
、
毎
秒
２
・

５５
立
方
誡
の
県
の
承
認

を
受
け
、
１５
年
度
か
ら

議
員

雇
用
不
安
の
拡
大
・
失

業
は
、
国
民
の
暮
ら
し
と
日
本

経
済
に
深
刻
な
打
撃
と
な
っ
て

い
る
。
小
泉
内
閣
は
大
企
業
の

身
勝
手
な
リ
ス
ト
ラ
を
応
援
し
、

正
社
員
を
減
ら
し
、
パ
ー
ト
や

派
遣
・
契
約
社
員
な
ど
の
不
安

定
雇
用
を
増
や
し
て
い
る
。

雇
用
危
機
を
打
開
す
る
た
め

漓
長
時
間
労
働
・
サ
ー
ビ
ス
残

業
を
な
く
し
、
新
規
雇
用
を
１

６
０
万
人
創
出
。

滷
未
来
を
担
う
若
者
に
仕
事
を

保
障
し
、
政
府
と
大
企
業
の
責

任
で
雇
用
を
拡
大
。

澆
国
民
の
暮
ら
し
に
必
要
な
分

野
（
福
祉
、
医
療
、
防
災
、
教

育
）
で
の
人
手
不
足
の
解
消
の

た
め
、
雇
用
を
増
や
す
。

潺
国
、
自
治
体
の
雇
用
対
策
に

財
政
支
援
を
行
う
。

な
ど
が
必
要
だ
。
そ
の
中
で
、

足
立
区
で
は
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
雇
用
創
出
ア
イ
デ
ア

公
募
を
行
い
実
践
し
て
い
る
が
、

本
市
で
も
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

国
は
厳
し
い

雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
、
緊
急
か

つ
臨
時
的
な
雇
用
の
創
出
を
図

る
た
め
、
県
は
、
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
特
別
交
付
金
を
財
源
と

し
て
「
埼
玉
県
緊
急
雇
用
創
出

基
金
」
を
活
用
し
、
本
市
で
も

平
成
１４
年
度
と
１５
年
度
で
７
件

の
交
付
決
定
が
あ
り
ま
し
た
。

市
内
事
業
所
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
公
募
し
、
事
業
委
託
す
る
の

は
大
変
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

放
置
自
転
車
に
つ
い
て

議
員

埼
京
線
３
駅
前
の
輊
厄

介
者
軫
に
な
っ
て
い
る
放
置
自

転
車
を
、
誰
で
も
自
由
に
乗
れ

る
「
共
有
自
転
車
」
と
し
て
再

利
用
す
る
試
み
が
始
ま
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
リ
サ
イ
ク

ル
意
識
向
上
の
た
め
に
も
、
自

転
車
の
総
数
は
減
ら
ず
、
み
ん

な
で
使
い
回
す
こ
と
が
台
数
削

減
に
つ
な
が
り
、
放
置
を
減
ら

す
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
が
。

市
民
生
活
部
長

利
用
者
の
利

便
性
及
び
自
転
車
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
環
境
負

荷
の
軽
減
と
し

て
、
先
進
地
の
状

況
を
見
な
が
ら
研

究
を
進
め
て
い
ま

す
。自

転
車
の
管
理

の
問
題
、
整
備
の

問
題
、
事
故
な
ど

の
対
応
な
ど
重
要

な
問
題
も
あ
り
、

引
き
続
き
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
。

民間企業などに�雇用対策に民間企業などに�
　　アイデアを募集しては�

庄司　慎　議員�
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▲待ち時間表示機のある横断歩道

▲阪神大震災の教訓を忘れずに

▲気軽にご相談ください（市収納課窓口）

▲中高年齢者職業相談室

市
税
の
滞
納
額
は
２３
億
円

議
員

漓
市
税
の
滞
納
や
収
納

率
の
低
下
は
、
地
方
自
治
の
崩

壊
に
つ
な
が
る
。
原
因
は
何
か
。

滷
滞
納
者
に
対
す
る
不
動
産
や

預
金
の
差
し
押
さ
え
、
差
し
押

さ
え
不
動
産
の
公
売
は
行
っ
て

い
る
か
。

市
民
生
活
部
長

漓
戸
田
市
は

転
出
入
者
が
多
く
、
市
税
の
収

納
率
は
１４
年
度
で
９６
・
２
％
で

す
。
滞
納
額
は
、
１４
年
度
末
で

約
２３
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

滷
高
額
滞
納
者
に
つ
い
て
は
、

所
得
や
財
産
等
の
債
権
の
差
し

押
さ
え
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

さ
ら
に
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
。

公
売
に
つ
い
て
は
、
実
施
が

難
し
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
税

務
署
Ｏ
Ｂ
の
起
用
等
に
よ
っ
て

実
施
で
き
る
よ
う
、
研
鑽
を
積

ん
で
ま
い
り
た
い
。


